
１　地域におけるネットワークの強化

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計　　

３　市民への啓発と周知

４　生きることの促進要因への支援

５　その他

２　自殺対策を支える人材の育成

令和５年度 自殺対策事業実績

高槻市自殺対策連絡協議会
・本市自殺に関する現状と課題を共有するとともに、「高槻市自殺対策計画」の推進及び改定について、審議

（令和５年８月３０日、１１月１４日、令和６年２月７日）

高槻市自殺対策計画推進本部会議

・自殺対策基本法に基づく「高槻市自殺対策計画」を推進するため設置

（令和５年８月１０日、１１月７日、令和６年２月５日）

・高槻市自殺対策計画推進本部会議幹事会を実施

ゲートキーパー養成研修 【詳細裏面】
・実施回数 ９回 、延べ受講者数 ４０４人

自殺未遂者相談支援事業
・市保健所と大阪府警察署、大阪医科薬科大学病院、市消防本部との連携により自殺未遂者を支援

令和５年度受理件数 ２２件 ※資料６

ポスター、リーフレット、カード配布等

・市バス車内ポスター掲示（9月、3月）
・阪急3駅（高槻市駅・富田駅・上牧駅）、JR2駅（高槻駅・摂津富田駅）構内ポスター掲示（9月、3月）
・図書館、公民館、支所、医療機関、高槻市社会福祉協議会、庁内関係機関等でのポスター掲示
・二十歳のつどい、市内大学に若年層向け相談窓口リーフレット等の配布
・市役所全職員に対して名札台紙を配布「支え合おう こころといのち（3月は自殺対策強化月間）」

啓発展示
・保健所、市役所、図書館、春日ふれあい文化センター、磐手公民館にて特設展示を設置

メディアを活用した啓発
・JR高槻駅にて自殺予防啓発映像 テレビジョン映写（9月、3月）
・たかつきDAYS（9月号、3月号に記事掲載）
・高槻市医師会医療機関マップへ啓発記事掲載

・自殺未遂者支援研修（大阪府こころの健康総合センター開催）等、各種研修への参加

資料７
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〔若年層〕 〔外部機関〕

実施日 対象 人数 講師・内容 実施日 対象 人数 講師・内容

1 6月16日
大阪医科薬科大学
医学部学生

10 市職員による講義 1 6月13日 一般市民 22
京都文教大学
松田　美枝氏（准教授）

2 11月10日
大阪医科薬科大学
看護学部学生

86 市職員による講義 2 8月18日 介護施設職員 49 市職員による講義

3 11月29日 関西大学学生 52 市職員による講義 3 10月4日
高槻地域生活支援センター 職員と利
用者

15 市職員による講義

4 1月25日
大阪医科薬科大学
医学部学生

98 市職員による講義 4 2月9日 関係機関 29
認定NPO法人国際ビフレンダーズ
大阪自殺防止センター　北條　達人氏

実施日 対象 人数 講師・内容

1 5月17日 市職員 43 市職員による講義

受講者数　合計

延べ　４０４人

※平成２１年度よりゲートキーパー養成研修を実施
　　受講者数延べ　７，４７３人（令和６年３月末現在）

令和５年度ゲートキーパー養成研修について
〔特徴〕

〔市職員〕

・若年層に対するゲートキーパー養成研修の継続
・研修内容の強化（大阪府等共同作成によるゲートキーパー養成テキストの活用、その他受講者に合わせた内容の検討）
・市役所出前講座のメニューへ追加（H28年8月～）


